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　軟體類 は水 棲動 物 中其の 種類 の 夥 し V ・こ とで 、 陸棲 動物の 昆蟲類 に比 すべ き

だが 、 今 日迄 其 の 發 生 に關係 す る研 究の 發 表 され た もの は 寔 に寥 々 で あ る
。 殊

に斧足類 で 其の 感が深 い 。 帥 ち淡鰔兩 水界 を通 じて多 少 な b と も研鑚 され た 所

の 種類 は 、
翫 紅 Dr 爾 8θ↑顧 α

， 砲 面 s
，
飾 酢 α ，0癖 θα 等 に過 ぎない

、 中に も癸生

學 に 關 す る著書 に屡 々 引用 され るの は ひ わ か 刀 1
’
eissensiα か で あ る

。

　 カ キ は世界 を通 じて 普 く食饅 と され 、 9te養殖 蓑 で もさ れ る種類 で あ るが 、

169〔｝年 B．xcj ．J が 初 め て顯 微鏡 を用ひ 之 を研 究 して 以 來 HORST
，
　HAXLEY

，
　BR 〔レOKS

，

RYDER
，　 ST．kFFORD

，　PRYT 皿 ：RCH 等 の 發生 を記 述 した論 交 は あ る が 、 まだ其 の

初 期殊 に胚 葉 の 分化 を闡明 した もの が な い の は 甚だ遺滅で あ っ た
。

　予 は 我 太 卒 洋沿岸 に産 し常に食皚 に供 せ られ る マ ガ キ　〔Oslreaσ匂幅 の 發

生 を研究 し 、 其胚葉 の 分化 する 状況 を知悉す る こ とを得た か ら之 を　J＆panese

J  urllal 　of　Zoology 、
『
oJ．2

，
　ND ．3 に褐載 したが 、 今 之 を歐米産の カ キ 類 の 發 生

と對照 し 、 且 つ 他の 斧足類 の それ と も比 較 し て 、

一
般無脊稚 動 物 の 發 生 の 參考

に供 した い と思ふ 。

　此 の 發生 研究 は卵 の 人工 受精 を基礎 とす る か ら 、 説明 の 頼序 と し て 先づ 卵 及

び 精 蟲の 性 質 を逋べ る こ ととす る 。

　卵の 充分 成熟 して容 易に卵嚢か ら流 出す る もの は眞 圓形 で 、 其 の 徑は e．osl−

0仍 8mm で あ る。 卵膜 は 薄 v ・二 層 だが胚珠 は な い
。 卵 の 内容 は無 色透 明 の 原

形質 で 充 され 、大仁 を存 す る O ．〔｝3mm の 核 を備 へ る。 此 の 卵 は 外 國産食 用 カ

キ に比 す る と寧 ろ小 形 に屬 する
。
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　熟卵 は普通の 海水中に 入 る と i多少膨 れ て
、 其の 徑   ．1｝5｛1）1111 の 竜の は O．  60mm

と な う共 の 下 層 に 沈降す る。 卵受猜 は海 水 の 温度 と比重 とに 關係 し、 中に も比

重 に 關 して は、 或限度 を超 免 る と卵 は 、嬢 滅 は しな　V ・が 其機 能を失 つ て 、 受精

力 を減ず る
。

此 の 能 力の 最 も旺 盛 なの は 、 水 温 27℃ で 比 重 14 乃 至 A6 で 、

最長 時間 は ユ5 時 間 以 上 で あ る。 是 に對 して 淡水 は 雨水 で も井 水で も甚だ有 害

で
、 卵 を 15 分間 も其 の 中に 放tt る と、 著 し く其の 受精 を減ず る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 精 蟲は 崟 長 1〕．〔」731nm で 、 頭 部は や
　 22時間

　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 や 圓 く長痙 は 0．0073111111あ t） 、 之 に
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　 　 　 　 　 　 　 Fig．　 1

　 マ ガ キ の 發 生 に適 切 な水温 を決

定 す る た め 、曾 て 數年 間 野外實驗

を した
。 即 ち千葉 縣市原 郡八 幡 町

の 海 面に 四 月か ら九 月迄連 月附 著

器 を建 てて 、之 に 附著 した カ キ の

數量 を計算 し 、 同 時 に此 間 の 水 温

を測 定 して 相 互 の 關係 を 考査 しtz。

之 に據 る と海水 の 温度 とカ キ の 放

産 す る 割合 は 右の 通 b で あ る。

璽 ぐ尾部は O．D7　m 皿 あ る。 因つ て 之

を 歐溺睦 カ キ の 精 蟲 全 長 Q．OQ．7 皿 n ／

（内 尾 部 0．｛，25Ulln）米國 産種 の 杢 長

｛｝」）36S ユnm 　（内尾部 0．U35　mln ）に 比

す る と甚 だ長 V 。精 蟲の 最 竜良 く成熟

し、 活 澱 に運 動 す る と きは 、一
秒 間 に

O．U5− O．10　mm 　を突進 す る。 しか し是

れ は 卵 同樣海水 の 温 度 及び 比 重 に據

る。 今此 等の 關係 を 鬪表 に示 せ ば左 の

通で あ る （F19，1）。

　此 の 鬪に據 る と卵及 び精 蟲の生 命 に

最 も快適 す る は 、 水 温 28°

で 比 重 12 乃

至 ］8 で あつ て 大 略 14 内外 と見 て差

支 ない
。 是 は 米 國産の 比重 13 を適度

とす る に甚だ類 似 して ゐ る。淡水は 精

蟲に對 して は猛 毒 の や うに作用 し、 之

を加 へ た 瞬時｝こ總 べ て を杢滅 さ せ る
。

一年 1融 こ 於 け る海水 の 温 度 と マ ガ キ放 産率
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　概 説す る と マ ガ キ の 産卵 は 、 水潟 15°

に初 ま b25
°

に 高調 し、
3し1

°

以上 とな

る と發生 は 促進 され るが 、 卵は 不正 形 とな つ て孵化率は 減 少 す る 、 最 近 英 國

ORTON は 歐洲産 カ キ を研 究 し 、 其 の 産卵 は 水 温 李均 15
°
に 初 ま b 、 温 度此 れ 以

上 あ る 間 は 放 産 も繼續す とVi つ た 。米 國 で は此 の 放 産 に は或一 定の 恒 温 帥 ち

2U
°

あ る を必要 と し、夏期之 を超ゆ る こ と長けれ ば産卵 も豊富 だ とい ぷ。

　受精　 マ ガ キ の 入 工 受 精 を す る と き、卵、精 蟲共 に 良 く成熟す るの は 甚 だ希

望 すべ きで あ るが 、 雌 は 常に雄 よ b早 く完 熟 す るか ら、 此 の 希望 は 實現 され な

い こ と 竜あ る
。 其 の 際、雌 は 多 少未 熟 で も 、 雄が 完熟 して精 蟲が 猛烈 に 活動 し

て ゐ れ ば必 ず 受精 す る。 即 ち未 熟の 洋梨 形 の 卵 も活 磯 な精 蟲に接 す る と、 約 2U

分に して正 圓形 とな つ て發生 す る 。 然 し之 と反 鍋 の 場 合 で は決 して受 精 しな

い 。此 の 人工 受精 に 關 して佛國 の BOUCH 吐）N −BRANDELEY は葡 國 産 k 就 き 「此 の

種 の 入工 受精 の 優 秀 な效 果は 、 生 殖器 か ら取 出 した 後二 、三 時 間 も經 た卵 と精

蟲 とを用 ひ た 時 に 現 は れ る 」 とい ひ 、 父米國の BRooKs 及 び WINSLOW は 同 國

産に就 き 「卵 は 水 中 に放 つ や急 に受精 しな けれ ば 忽 ち破 壊 す」 と い つ て ゐ る
。

是 れ歐洲 で は 受精 の 遲 い の を可 と し、米 國 で は其 の 早 V ・の を可 と して ゐ る が 、

マ ガ キ で は 此 の 兩 詭 と竜適切 で は ない が ま だ早 V ・方が よV ・。 卵 は 精蟲 と接 す る

と未 熟の 不 正 形卵 で も正 圓 とな b 、 其後種 々 の 變 化 を星 す る
。 （1）卵 の 縮 小、

例 へ ば徑 G．｛恥 mm の 大 形 の もの は O．砺 1｝一脚 55　m 【ll と な る
。 （2）卵 膜 は 緊 張

し多少 厚 くな つ て其 の 二 居 は剣 明 す る。 （3）外 界 に 對す る抵 抗 力 の 増 加 、 例 へ

ば未 受精 卵 は淡水 中 に 5 分 間 以 上健 在する 之 とは 稀 だが受精卵 は 同上 に ユ5 分

間 も生 存 す る こ とが 出來 る。

　 此 の 卵 の 受精後 分割 して八 細胞時代 に至 る 迄 の經 過 は 、 曾 て P・llooKii の 0、

癬 g翻 Cα で 研 究 し た結果 に 酷 似 して ゐ る が 、 蘭國 IIりRST の 研 究 した O・ε〔M 軸

とは 相違 して ゐ る
。 卵 は 受精 后 ］り 分 、 其の 陰極 （vog 勲 tiv。　pole）は 延 び て 少 し

く透明 とな 6 、 共 の 反對 の 陽極 ｛anilual 　Pd の の 頂端 は偏卆 と な つ て 豹 分後

には 其 の 中央 か ら第
一極 球 が 出 る

。 卵 は 之 を出 しfa後
…

時 圓形 に復 へ るが 、約

2（吩 を經 て 、 再 び 前の 方法 を繰返 して 、 第二 極球 を 第
一

の 近側 か ら出 す。 此 の

二 極 球 は 永 く二 枚の 卵膜 間 に存 し て分離 し な い か ら、 卵 の 發 育後 に於 け る體制

を知 る指 針 とす る こ とが 出來 る
。 極球 放 出後の 卵 は 更に眞圓 と な b

、 後 50 分

で 三 度卵圓 形 とな つ て第
一

分割 を生ず る。

　此 の 初期 の 發 生經 過 は 、 試水 の 比重 と水 温 とに關 して遲速 す る。 之 を試驗 す

る た め 、 種 々 の 鹹水 中に受精 卵 を入 れ て 、 次 の 如 き結果 を得R
。
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マ 　 ガ 　 キ 　卵 　 の 　初　則　發　 生 　縡　過 　 と　 水 　質
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　蜥 く時 間 の 相違 す るの ば 唯 發生 の 初 期 の みで 、其 の 後 は 此 の 差異 竜次 第に輕

微 と な ら遂 に全 く清滅 す る 。然 し比 重 温 で は 卵の 八 割 は 不正 形 とな b 、
22 で

は 五割不 正 形 とな る も、Ll　e 以下 で は殆 ん ど不 正 形 は な くなる
。

　此 の 卵 の 分割 は 當初 か ら他 の種 類 と は 相違 して ゐ る。 普邇其 の 第
一

分 割 は 陽

極 の 極球 附近 か ら生 じ、眞直 k 陰極 へ と遺行 す る もの だが 、 此 の 卵 で は 是 が陽

極 か ら下 方約三 分 の 二 の 處 か ら始 裟 つ て 卵 を横 斷 す る
。 それ で 卵 は上 下 大 小二

個 に切 斷 さ れ るが 、 此 れ が 調 整 され た後 は 、宛 か も鏡 餅 を倒 に した や う に な る。

暫 くす る と第二 分 割が極球 の 附近か ら垂 直 に下 行 して 、 唯上 方の 大細胞 の み を

折 牛 す る。 斯 く生 じた 三 個 の 細胞

は 皆伺 大 で 陽極 の 方面 に 二 個 、陰

極 の 方 面に一
個配 置 され る

。
此 の

如 き卵 の 特 別 の 情 態 を 三 葉 期

く｛r（・fbi1，stage
’
） と）   ム

。 然 し WIL −

se ．x一は 單 に此 の 下 方の 一一一ienの 細胞

を極 励 ・・1副 噸 とい つ て ゐ る・　 　 　 　 2
米 國産 カ キ に 制司樣の 現象があ つ

て 、BRooKs は 受精 後 2 時 15 分 に

之 を實驗 した と い ぷ 。 歐洲 産は 勿

論 だが 、 我邦 産 で も マ ガ キ 以 外 に

此 の 如 き特殊 の 現 象 に 就 い て 、 ま

だ發 表 され た もの が な い
。 三 葉期

は 軟體類 中 De ’，tftl・itt，m ，［）o’eisgb’e）？sia
，

八
Ta

　ssa
，　1Z‘｛α｝zαssα

，　．］10fl　iolα，　Apiysict

A

Fl9．　2

X390

等 に も現 は れ 、 中 に も ヱ）6 雇 α 翫 ω 乙 で は 四 細胞 期 ま で それ が 存 續 す る と知 られ る
。

軟 體類 以 外 で は 01鷹 foP齢 ‘3
，
　Jfyzostoma　＄

’
ll　tsあ る。此 の 期 に就 い て は 、

　BROOKS

は 之 を體の 左 右 均 齊の 原 始型 で 小 形卵 に殘存 す る形態 だ、 とい ひ
、

LA −NG は 下
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方の 細 胞 を 卵嚢壁 に附著 した柄 だ と斷言 し て ゐ る
。

また 或 人は 之 を養素の 多 い

卵 に現 は れ る特徴 だ とい つ て ゐ る
。
WILSDN は 更に 自己 の 主張 す る極 房の 意義

を釋 明 す る た め ．　 Denta「lium の 三 葉期時代の 卵 を振 動 し て極房 を合體 した が 、

卵 の 其 の 後 の 發生 を見 る と 、 之 れ を缺 い た 二 細胞 だけ か らだ と、 胚 は 足 、 殻 腺、

外套膜 を備 へ ない の で 、 極 房の 使命が 多 少釋 明 され た。 卵 の 大小 、 養素 の 多寡

は 無論三 葉期 とは 關係が ない や うだ 。

マ ガ キ 同樣の 小卵 を有 す る ア サ P 、
ノ ・マ

グ リ に は 杢 く之 を缺 き、 また 是 れは養素を 含む こ とが 少 い 種 類 だか ら BRoOKS
，

L △NG の 詭は 遞切 で は な い
。　WILSON 説 も三 葉 期成生 の 理 由 とは沒 交渉 だか ら

其 の 眞因は ま だ十 分 了解 され て ゐ な い 。

　三葉 期完 了後 早 く竜細胞 の 分合 が始 ま b從 つ て分 翻面の 整理 が 行 は れ る
。 其

結果 第一
分割面 の 一

牛は 漸次消滅 し 、 他 の 一牛 は第二 分割面 と接績 す る や うに

な る。 それ 故 始め 此 の 二 分割 面 は相互 の 接續點 で 屈 折 して ゐ た が 、 次 第に 整

頓 され て
一

直線 とな 6 、 茲 に再 び 大小二 個の 細胞 を 更生 して眞 の 割球 ｛blasto−

meres ）と な る。斯 く二 細胞 時代が二 回現 はれ て 、 其 の 外 觀は 互 に酷 似 して ゐ る

が 、 よ く熟親 す る と極球 の 位置 に著 しい 差 異 が ある
。 即 ち前回 は 其位 置が上 方

の 大 細胞 の頂 端 に あ つ た が、 此 回 は二 細胞 の 分割面の 頂端 ltあ つ て
、 他 の 卵 の

第
一

分割後 に 於 け る献況 と全 く同一
で あ る

。

マ ガ キ 卵の 受精 か ら正 規 の 二 割球

とな る ま で の 經過 は 、 時に甚だ迅速に行 は れ る こ と 竜あ る が 、 是れ は 常恒で 決

して不正 分割 で は な い
。

二 割球 に は 大 小 の 別 が あ b 、 後 で は 小球 が 主 に 體の 前

部 と な b 、 大 球が少 し く不 透明で 其 の 後部 とな る 。

　卵 は 受精後約 1 時間牛で 更に分割 し、 小 割球 は 先づ 新に二 分 し 、 次 い で 大 割

球 も同樣折¢ す る。通常之 を A
，
B

，
C

，
D と命名 す る。 即 ち小割球 か らは A

，
　B

大割球か らは G，D を生 じた の だ。 此 の 四 割球が 調 整す る と 、 其 の 位 置 は 多少

捻れ て 、 小割球 B と D とは 陰 陽の 兩極 で 相接

し、 其の 線 を斜溝 lcross　furrOW）とV ・
ぷ。 斜溝i　　　　　　　 B

は 陰陽兩極 l！於 て異割球 で構 成 され る こ と もあ

b 、 また それ が 此 の 兩極 で 不行 す る こ とが あ t
） 、

或は 或角度で 交叉 す る こ と もあ る
。 斜溝 を斯 く　　 e

特 に注 意 す る の は 、 是 れが 後 に體 制 を知 る 目標

と な るた め で あ る。從 て 割球 は 體制 とも相 關 し、

マ ガ キ 卵 で は 割球 A
，
B は 體 の 前 孚 、

　 C
，
1｝ は其

の 後 牛に相 當 し、 ま た B
，
C は 其 の 左 孚 、

　 A
，
D

Fig、3

は 其 の 右孕 に相 當す る。割球 は 皆稍 ≧同質で 孕 透明だが、D だ けが 少 し く不 透

明 で あ る。 然 し甲殼類 叉或献體類 の 卵 の や 5 に其 の 陰極 附近 に 膠 質物 を備 へ

なv ・．
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嘸

 

　卵 の 分割 す る獣況 を精 査す る と、 動 物の 主 要 な組織 、 器官等 の 分化成 生 す る

方法 と時期 とが確定 され 、 ま た共 の 相 互 の 關係 を も明瞭に す る こ とが 出來 るし、

進 ん で動物 の 系統 上 親踈 の 因縁 を も探 ぐる こ とが 出來 る 。 是 1こは 分 割 に 由 つ て

新生 す る各 細胞 の 系統 を極 め て 、 其 の 起 源 と聯絡 と を詳 細 に討検 す る必 要があ

る
。

　］8S7 年米 國 WHITMAN は始 め て分 割 した細胞 に記 號 を 附 して 、 其の 系統 を

明 に す る こ とに努 め た
。

軟 體類 で 共の 詳 細 を つ くした の は 、
］897 年 CONI（LIN

の Orepidulα の 發 生 史で あつ た。要 する に 此 の 記 號法 は 多 少研 究者 で 違 ふ が 、

細胞系統 の 本 支 を正 し、其 の 流 派 を明 か に して相 互 の 關係 を瞭か に す る を 目的

とす る 。

　此 の 意義で 予は 次 の 圖の 如 き方 法 を綵 用 した。今 假 bに 四 割球 中 A 割 球 の み

の 系統 を記 す る と 、 直接之 れ か ら分割 した もの は 其 の 發 生 した 順序 で α ba … 1　 as

と し、 此 の α ， か ら分 割 した もの はヌ．其の 順序 で α 1ユ，
α勒 （t、．1、 と した

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四 割球 を生 じた 後分割 は 暫 く
　 　 　 　 　 　 細 胞 分 割 系 統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休 止 す るが 、 其 の 後 之が B か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　al ’

　　　　　　
一

‘Sl　
− i　　　 If

・1・z …・
　　 ら初 ま b 順 次 他球 へ は時計 の 指

　　一
一

…
L

  ．L一 　鴛灘筋欝 藍
る

畿
　　　　　　　

a ” 1

　
．一一．．

　　　　　　　　　 右 旋 す る
。 新 に 分匐 した 細 胞 は 、

　 」一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．− CS1．1．工　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其 の 大 さ母 球 に似 て ゐ るが ig　d、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a・）　　　　　　
　
　
　

　　　　　　　　　　
暫
　　　　 ．．　　　　 の み は 小 さい

。 新細胞 の 位置 は 、

　 　 　 一．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　

てひ
ゲ
’

　　　　　　　　　 1− −1　 一　　　　　　　　 調 整 さ れ る と何れ も母 球 の 左 上

　　　　　　　　　　　　　
1− 　’｛’…

　　　　 位 に あ る か ら、 其 の 配列 は 明 に

螺 旋 均齊 （・pi副 ・ymme 亡・y）で あ る
．

マ ガ キ 卵 は腹足 類 の や う に 養 素の 多量 を

含 2 な い か ら、 割球 問 の 形爿夫に 大小 の 差は著 し くない が 、 それ で も上列 の 四 個

は 小 さ く小 胞 （1nicrom θrel とな b、下列 の 四 個 郎 ち母 球 は 大 き く大胞 （ma じro −

mere ）　とな る
。

　他 の 軟體類の 分割 を見 る と、 此 の 八 割球 成 生 後

の 進行 は 右 旋、左旋 交互 で あ るが 、
マ ガ キ で は それ

が 正 確 に行 はれ な い
。 然 し割 球 は 原 則 と して 一 回

必ず 四個 宛分割成生 さ れ て 、 所謂 四聯胞 c．（IUtLl
’tet｝

を構 成す る。 た だ マ ガ キ で ば 八 割球 の 直後 に 起 る

分割 は 、 此 の 原則に 反 して D は 他 に牽先 し獨 立 し

て第二 回 の 分割 をす る。 此 回 の 分 割球 は甚 だ不等

で 、 娘胞 が 大 き く陰極 に あ る が 、
母 胞 は 反 つ て 小

o

　 Fig，4
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く陽極 に近 く存 す る
。 此 の 娘胞 は 吐 稱 し、其 の 系 統は 竹來體 の 實質を構成 す る

か ら、 之 を體胞 （言Omat 。bヱa 伽 ）と稱 へ る。 是れ と同樣の 現象 は
、 軟體類中殊 に

掘 足類 、 斧 足類 に は あ るが 腹 足類 に は な V
。 環形 類に もあ るが是れ は 種類 に依

る の 紙 Aで’
1
鵡 に あ つ て ．Poty．go7「dius に は なv ”　・

J 殼 腺 の 發逹 佳良 な斧足類 に 此

の x 細胞 が 著大 だか ら淇 の 間 の ee係 を論ず る もの もあ る が 明確 で な い 。　 n だ

或環形類 と或軟體 類の みが 之 を備 へ て ゐ る か ら、 共の 存在 の 理 由は 暫 らく措 き 、

兩者 の 關係 が 親 密で あ る と思 は れ る。

次 に生ず る＋ 六 細胞Di・及麒 の V」後 は 最後 に禍 ぐる 圖表 で
一

目瞭然だが 、

特に マ ガ キ發生 の 徴 候 と思 は れ る zt
，の を記 述す る

。

　此 の 十六 細胞期 で は 第一 小胞 αi
…diが分鯛 す るが 、其 の 娘胞 （t

、、L…d、、 及 び 同

系統 は・後 に 運動 を 司 ど る繊 毛細 胞の 輪帶 4　vvotf｝t・roeltal 　girclle
『
｝ の 根 元故、 之

を輪胞 （亡】℃ ch 嗣 そし・b とい ぷ
。

此 の 現象 は 受精 後約 2 時間 に起 b、他の 貝類 の 發

生 に比 す る と甚だ早 い
．

　是 は マ ガ キ の 孵化が 早い だ あ で あ る。

　小胞 の 四 聯胞は 原則 と して 大 胞 か ら三 回分割 す る、 其の 前 後小胞 は 連續的 に

分割 して 二 九 細胞 期 となる頃 か ら、 大胞 は専 ら陰極 に あ つ て 其 の 外觀稍 1需李
と な b，體の 内胚葉 と な る か ら之 れ を内胚 葉胞 Lenclomei．e 〕 とい ふ 、然 し其 の

D は ま だ原始中胚 葉胞 を分化 しig　V ・か ら 、 之 を 中内胚 葉胞 （n ）esec ．ndoinere
’
｝

と 》 ・
っ て ゐ る

。 同時 1こ小 胞 の 表面 親 諮 三な層 と變化 し、 陽極 を包 園 す るか ら、

之 を外胚 葉胞 （C
・C’tomc 」ve1 と稱 へ る．

　　　　　　　　　　 CI
」 JJ

　 X3 θO　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　　　　 　 FIg・　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，　6

　受 精後 4 時 問 、 卅細胞 期の 時 、 胚葉 は分化獨立 す る
。 皀flち D が分割 して後 下

方 に大 な る原 中胚 葉胞 M （LlrmO ＄Omere ）を出 す
。 此 親胞 D は 他 の 内胚 葉胞 同樣

小形 で 、 原 中胚 葉胞 との 間 に著 しい 差異 が あ る が 、 其の 關係 ば動 物 の 種類 で 均

等 で は な い 。

　概 して 多數の 軟體類で は
、 原 中胞葉胞が大 きい が環 形 類 で は 其 の 反 對な例 が

1
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b

少 くない ．胚葉分 化期 の 卅 細胞 とは 、 第
一外胚 葉胞 4 佃、輪胞 12 個 、 第二 外

胚葉細胞 3 個 、 第三 外胚葉胞 4 個 、 體胞 2個 、 内胚葉胞 4 個、原 中胚 葉胞 1 個

で あ る。

　マ ガ キ の 分割 で は 、 小胞 か ら始終 四聯胞宛 を發生 し 、 之 を螺 旋歌に配 置 して

螺旋均 率 を 固定 して ゐ た が 、 卅 八 細胞期 以 後受精後 約 5 時間 で
、 體胞 X 及 び

原 中胚 葉胞 M は 殆 ん ど同時 に左右 に分割 され て 、 此 の 均率 は 鍵 じて 左 右均率

となつ た。

此 の 時嬾 か ら卵 は 少 し 樋 醜 始 め る c 歟洲 で 　 　 BA
は 是 れ は 水澀 L）is度で 6 時間 、 米 國で は 同 2δ度乃 至

32 度 で 4」　時 で 起 る とい ム か ら我邦 産 と大 差 な い
。

　原 中胚 葉胞 か ら眞 正 の 中胚 葉 胞 m 　 UIIe，s「m ・erft ）を

均 し く左右 に分割 す る の は 需 ほ 1 時 聞位の 後で あ る
。

此 の 時 外胚 葉 胞 の 數は 邃 に壇 加 し 、 其 の 配榿 も稍 1

正 確 を缺 くか ら計算ば 出來 な い が 50 個以 上 で あ る
、

　 マ ガ キ の 胚 葉分化 は 、 從 來研 究 され た 軟體類 は 勿

論環 形類 に較 べ て も頗 る 迅 速 で あ る。 今 此 の 情況 を
　 Fig，　T

較査 す るた ぬ 發生 の 經 過 の 最 も能 く研究 され た斧 足類の 〔Jtiio，　D’reissensi α
， 及

び 環形 類 の A
’
ereis の 細胞 の 系 統 を下表 の 通 O掲載 した

。 共 の 割球 A ，　B ，　C は 同

じ行 動 で 分 割 す るか ら、
A で 總 て を代 表 さ せ 、　 D で 第二 小胞 ，e 及 び 其系統 、 竝

び に 原 中胚 葉胞 M 及 び 其 の 系 統の み表 して 他を 省略 した
。

　次 の 數表 を封照 す る と マ ガ キ は 早 く體胞 、輪胞 、原 中胚 葉 細胞 等 を分化 す る

か ら、 其 の 發生 状況 は 他の 斧足類 よ b は 環形頽に近似 して ゐ る。

P

鴨

斧 足 類 卵 及 び 環 形 類 卵 分 割 噸 序 竝 に 系 統 鬪
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備 考 　転 の 記 號は 予の 研 究 と鍛 の 便肋 た め 騰 と異 な 侃 の あ 披 縞 雌 生 の 順 序 と 系

　　　　　統 と は 毫 も改變 せ ず。
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